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IT の浸透性IT の浸透性

ITが生活に浸透した事により、私たちの生活は大きく
変化しました。
スマートフォンは生活になくてはならないものとなり、
自動運転や生体認証も生活に浸透し、クリニックの予
約やチケット予約では WEB アプリのサービスが利
用されています。一見、ITと無関係と思われる農業や
漁業の世界でも、IT の活用は拡大しています。
そこで、IT技術者を求める市場が増加し IT技術者の
人材不足は深刻な問題となっています。

IT 人材不足が引き起こす問題IT 人材不足が引き起こす問題

2020年から小学校ではプログラミング教育を必修化、優れた人財に
育成しようとしています。

しかしこれらの子供が社会人となるのは 10年以上先の事です。その間に
も IT人材不足は加速し、企業は以下のようなことが懸念されます。

企業はこれらの問題に直面する前に、システムの内製化を進め、IT人材を
育てる、といったことが重要になっています。

社内システムの
外注ができなくなる。
委託先の高騰。

システム改修が予定
通りのスケジュールで
できず業務影響がでる。

IT技術を活用した
他社差別化や新ビジ
ネスが困難になる

2020年 2025年 2030年

IT人材不足

29万人
IT人材不足

35万人
IT人材不足

43万人
IT人材不足

52万人
IT人材不足

59万人

2020年 小学校によるプログラミング必修化開始 企業は投資したくてもできない。 
IT教育を受けた子供が社会に
出てくるのは10年以上先

企業は内製化が必須！

授業で

必須科目に

なるんだよ









プログラミングとは?プログラミングとは?

プログラムとは、ロボットやコンピュータに与える命令の集まりを指し
ます。これを作成し、コンピュータに処理をお願いすることをプログラ
ミングといいます。
プログラミングはおつかいに例えられます。買ってきて欲しいものを
子どもにお願いをするとします。しかし、正確に伝えなければ別のもの
を買ってしまったり、理解するのに時間がかかってしまいます。
機械も同じで、正確に伝えなかったり分かりにくいと、買うものを間違
えたり大量購入してしまうなどのバグが起こってしまいます。そのた
め、プログラムは正確に分かりやすく書くことが大切なのです。
プログラムは「順次実行」「条件分岐」「繰り返し」の３つの動きの組み
合わせでできており、この３つの使い方を学習すればプログラミング
ができるようになります。

RPA（Robotic Process Automation）とは、これまで人が
手作業で行ってきた仕事を、ロボットが代行し、業務の自動化
や効率化を図ることです。
Excel のデータを社内のシステムに転記するような、誰が
行っても同じ結果になる定型業務はすべてロボット（RPA）
に任せることができるようになるため、業務効率化が期待で
きます。働き方改革の推進や導入ハードルの低さから普及
が加速しています。
しかし、こういったロボットも IT の知識をなくしては扱ってい
けません。そのために IT を身に着ける必要があります。

RPA とは?RPA とは?

プログラムは
正確に分かりやすく
書くことが大切

プログラムが
正確でない

大量購入

買うものを間違える

バグ発生
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